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交論

内 容

要

旨

研究目的

 近年急激な増加傾向を辿りつつあ為原発性肺癌は,診断法および治療法の進歩にも拘らず勉臓
 癌に比してその予后は依然不良である。その要因の一つに,肺の解剖学的ならびに生理学的特異

 性による他臓器とは異質な癌の進展増殖様式が考えられ,また腫瘍間質の反応も他臓器とは異っ

 た形態を呈するためと考えられる。そこで,著者は病理組織学的に原発性肺癌の局所増殖様式と

 それに伴う既存肺組織の変化および担癌生体の反応としての間質反応を,特に手術後長期生存列

 の肺癌組織像との関連において検討を行った。

 研究材料および方法

 切除肺癌92例冷よび剖検肺癌24例を碍究材料とし,これらの癌塊中心部から周囲組織にか

 けレ数個の切片を採取し,H-E,Weigor七弾刀線維一Ma8SOn,A■cian1)■“e-PAS

 噸aeSOnの五重染色を施して検索した。なむ切除肺癌例中44例については,気管支動脈内

 に微粒子硫酸バリクムを注入して7倍拡大レ線撮影および超軟線撮影を行い組織像と対比して癌
 巣部に蛮ける血管の分布を観察した。

研

究

成 績

 組織型分類は,(笥分化聖職癌が58例,(21来分化線艇(充実性胞巣形成が強く,一見類表皮型
 のようにみえるが・結液染色によって一部に明らかに陽性の細胞を混んじた釦・不完全な腺腔様

 構造がみとめられるもの)が{2例,(5偏平上皮癌が45例.(41類腺癌が5例,⑤未分化癌が"

 剖,(6聴異丘粘液癌(充実性胞巣を形成し,すべての癌細胞が著明た粘液を含有するもの)が1
 例であった。これらの組織型別に癌の局所増殖と聞質反応を検討すると,(11分化型腺癌:癌塊中
 心部にて乳頭状発育が高度で,腺腔内充満傾向が強く,周辺にいくに従って典型的な腺房の形成

 がみられ、約半数が一部肺胞上皮様増殖を示した。聞質は癌塊中心部に於いては炭粉沈着,弾力
 線維化を混じた瘢痕巣が約6G%に認められたが,,周辺部では線維量の増生が軽度のものが多く,

 全く間質の増生を伴わないものが25%にみられ,これらの多くは肺胞上皮様増殖が高度であっ

 た。細胞性肉芽としての反応は,一般に軽度であったが充実性施巣化が強いものはリンパ球,形

 質細胞を主体とする反応を伴っていた。また癌塊の健常組織への移行部にて肥大膨張性増殖がみ

 られた15例中著明な細胞性反応を伴った5例は手術後5年以上生存しており,これらは充実性

 胞巣を形成し,肺胞上皮様増殖は全ぐみられなかった。・r投に分化型腺癌では,既存血管は温存

 傾向か強く,血管炎は軽度で,気管支動脈の新生分布が豊富であった。(21未分化腺癌こ肺胞の充

 満,破壊性堵殖が著明で・胞巣は小型ないし中型で,連続性発育は軽度であった。間質は,既存

 筋組織をそのまN脇島蘭質として反応かないものが6樋,著明な細胞性肉芽によ釦堵殖部の膨張

 性発育を呈した癌塊を,あたか尋,被包する如き像を呈したものが6例あり,後者中2例が5年以

 上生存した。(61扁平上皮福二角化性のものが非角化性のものに比して一般に連続性発育が高度℃
 既存肺胞を破壊して塊短していた。肺胞充満性増殖を主とするものは,小型ないし中型の癌胞巣

 で,基民細胞型の未分化左ものが多く,慶祥肺胞をそのま.、闘貞として反応1性の向貞は全くみと
 められなかった。これに反して胞巣が大型化した角化傾向のあるものにt連続性発育が高度で,著

 明シま細註斜生肉芽ll・、i更応と緯維産筒質倉・伴っていた。血管系に・苧月な閉塞性血管炎を伴協,気節支
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 動脈の新生は少く,拡張した血管が屈曲,蛇行を呈し,分布が粗であった己(4珠分化癌:oa七
 ce■■七ypeが8例あうたが,これらでは,既存肺組織の破壊が高度で」反応性間質は殆んど

 認められなかった。未分化な大型の細胞からなるものは,非角化性扁平上皮癌と同様な像を示し

 た。(5}類腺癌:上記の腺癌と扁平上皮癌との特徴力洪存し,血管系の分布にも著明な差が認めら

 れた。〔61特殊な粘液癌:充実性胞巣を形成し,肥大膨張性発育を呈していた。又線維性間質は中

 等度に認めたが,細胞性肉芽性反応は殆んどない。

 総括および考按

 肺癌の局所増殖は・漂発気管支から気管支粘膜下に浸潤し,気管支周囲または.血管周囲を伝っ

 て進蝿するとともに,肺胞腔に進展する。その段階で肺胞上皮様の増殖を呈するか,肺胞を充満・,

 破壊するかは、組織型によって上記¢)ように種々な像を示すが,特に一部にでも肺胞上皮様増殖

 を呈するものが腺癌の約半数にみとめられ,これらは腺癌自身の管腔形成という癌実質側の性質

 もさることながら肺胞という解剖学的要因をより重視したい。またこの増殖様式は,肥大性増殖

 から突如として簇出性に増殖する際なんらの問質反応を伴なわず,手術患者の予後の面でも長期
 生存例をみないことから.,肺癌のシュープ性発育の1型であり,肺組織がもつ解剖学的特異性の

 一つと考えられる。扁平上皮癌型で充実性胞巣を形成するものでは,肺胞を充満,破壊して増殖

 するが,未分化癌系の異塑性の低いものを1‡,比較的既存肺胞の破壊が少くたとえ破壊を伴っても
 著明な反応間質を伴うことは少く,これに対して角化性扁平上皮癌,特に高度な連続性発育をな

 すものは,既存肺胞の破壊が高度であむ,著明な細胞性肉芽反応を伴っていた。これらの所一見は

 単なる組織破壊に伴うという意味のみではなく,癌組織そのものが担癌生体にとり異物ないし寄

 生体であるといり意味も混んじている。一方癌増殖の先端部で肥大膨張性増殖を示し,そこでの

 著明な肉芽性反応を伴ったものに術後長期生存例が多いこと,一部簇出性小胞巣の増殖部になん
 らの反応をみないこと等から,この細胞性肉芽組織が担癌生体の抗癌的反応の一つと考えざるを

 得ない。

結 目岱

面岡

 肺における癌の局所増殖様式とそれに伴り担癌生体の反応を検討するため,切除肺癌於よび剖

 検肺携を病理組織学的に検索し,特に手術後長期生存例と対比することにより肺癌の肺胞に対す

 る増殖は,肺胞上皮様,充満性および破壊性増殖を示すが,肺胞上皮様増殖は癌のシュープ性発

 育の1型であ幻,又間質反応,特に`、蒲色性肉芽反応には担癌生体の抗癌的反応の意味があること

 を認めた。
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 審査結果の要旨

 岩者は,原発性肺癌切除例g2例むよび剖検例24例合わ・ぜて1{6例について原発肺瘍の局
 麗麗様概,珪蜴血管緬含めた醸と関遷せ'禰理組継的締試し・騨て菊琶∫後長期
 空喜働の組織所見を参考にして肺癌の悪性度を検討した。組織学ジi勺分類1て除してA■cianblue-
 PAS粘漉染色灘伽iし,糠醒撚蹄細管鋤}化繊を示線として・多様1生が強幅癌
 、鑑繊を,1医癌,扁平上皮癌,朕表皮癌,未分化癌のそれぞれ分化型・未分化型に分類している。
 窟た桝、献納増懸,鼎阯賄,細読灘純び穂懸懸/物理瞬け・分化型練

 網_罐細(て雌腫先聯欄醐一晩繍勤み艇扇の醐つたが・かかるも蝋全く
 反)、面掛寅を伴わず既存、畑地壷をそのま㌧噂.憂悶頁とした簇出性増殖隊であり・予後の面でもかか
 る増:ン離離とる鎚に手術榛良性1働輪なかったことから・齢肚皮擁鯉は繭包とい
 う癖剖学的特典・畿を反映するシユーブ性増殖様式と解した。また一方扁平上皮癌痢の角化漣型では
 悲『し甲、liI臼砲の飯壊性増殖が目立ち,細胞性肉芽性反応が強く,これに反して非角化型では癌胞巣
 が大型絃って華,反応間質は少なかった。鵬反応離は一般に癌の州ヒが進ん描のに強く未
 分化烈のものに少く,これは癌組織が担癌生体にとって異物ないし寄生体としての意味を有して
 )うると1,羊さざるを得ないが,麿た癌塊周辺部に著明な細胞性肉芽反応を伴ったものに手術凌長期
 生1.好例がみられ,これによってこの肉芽反応を抗癌的反応とも解・している。

 綾た.手術後長期生存例の送面ξ曳学,昔勺1所見の特長としては,癌塊が膨張t生発育を示し・簇出増殖が
 栃、1げ,小糠隠る脚躍力も伽こと謹撰型性が低略繊邑砺働殆んど反応嫉
 、1、強いものと,分化がある径庭進んでも,それに伴った著明左細胞性肉芽組織を形成して癌塊を
 薩包する如き像を呈するもの等があることを見出した。但し著者は分化という概念を腺癌の場合
 には本知鮪の1謙固ノ.膿組織の灘に近回)5D旗亭励分化と楯ことができるが・肝
 上皮癌においては,角化の傾向が扁平上皮として分化ないし老化であるかもしれ支いが・本来の
 発生母地から与れば,ぞの方向を違えた化生であり,これを腺癌にむける分化と一事に振うこと
 は出来な1、(と述べていそ、。則ち組織隊の多彩な肺癌線織では飛細胞の分化という撫の悪性度の示
 濃ン略糸轍轍敬ってその趣を:異にし,瀬粥悪甑は,単にいわゆる分僻股の姻可のみ臨
 って瀕遷れ召、(Dで髄く,各郷惣別鶴の膨面菟式と闘蜘虹醜よつて腱酎しるもので
 壱、・らことを明らかにした。本論文は複雑な肺裡組織¢}癌細胞の分化といウ問題の解析を試みろと
 共に,増殖様式と問質反応の面から病理組絵学的に検討して宿主肋瘍関係を含めた肺癌の悪・ドE度
 D_要素を明らかにして癌の鹸,床病理の分野に究与することが多(・

 よって学位を授与するに歯すると認める。
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